
八幡堀界隈

〒523-0876 近江八幡市本町3丁目37　℡ 0748（33）2559
■営業時間／8：30～17：30 　■定 休 日／水曜日・第４木曜日　

かみ平老舗御菓子司

12月31日まで営業／元旦・２日休業／3日より営業年末年始の営業

〈
花
び
ら
餅
〉

新
年
菓

※和菓子の種類が変更になる場合がございます。

知って得して、見て得して、町の歴史

ご予約は
0748-36-5115

手漕ぎ和舟

応
募
〆
切
2
0
1
9
年 

1
月
10
日 

必
着

情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり

八
幡
堀
と
町
衆
の
4
3
3
年
の
道
の
り

　
明
治
時
代
の
俳
人
。 

義
仲
寺
無
名
庵
十
四
世
庵
主
と
な
り
無
名
庵
復
興
に
尽
く
し
ま
し
た
。

天
保
十
一
年
十
月
（
1
8
4
0
）
近
江
国
蒲
生
郡
船
木
村
に
生
ま
れ
長
七
郎
、
為
修
と
称
し
て
い
ま
し
た
。

幼
く
し
て
文
を
好
み
、
長
じ
て
俳
句
に
親
し
み
、
嘉
永
二
年(

一
八
四
九)

八
幡
町
の
俳
人
で
あ
る
種
々
庵

天
雪
の
門
に
入
り
、俳
学
を
究
め
、の
ち
に
雪
月
庵
柴
人
に
就
学
し
ま
し
た
。
柴
人
は
野
洲
郡
八
夫
村
の
人
で
、

伊
予
の
銅
山
に
居
た
と
き
桜
井
梅
室
の
門
に
学
び
、
老
後
郷
里
に
帰
っ
た
の
で
彼
は
そ
の
門
に
入
り
ま
し
た
。

　
安
政
五
年(

1
8
5
8)

春
、京
師
に
居
住
し
て
小
林
卓
斉
に
漢
籍
を
学
び
ま
し
た
。
本
名
存
修
、別
に
魯
台
、

梅
下
庵
、
泊
船
居
、
椿
杖
斎
、
種
々
庵
宗
碩
と
号
を
称
し
て
い
ま
し
た
。
青
年
時
多
く
の
勤
王
家
と
交
わ
り
、

明
治
維
新
後
、
兵
部
省
に
勤
め
、
糾
問
使
（
き
ゅ
う
も
ん
し
ー
罪
や
不
正
を
厳
し
く
問
い
た
だ
す
）、
陸
軍

省
軍
務
局
理
事
、
軍
務
局
大
録
事
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
明
治
十
八
年
（
1
8
8
5
）
近
江
八
幡
に
草
庵
を
結
び
ま
す
。 

明
治
十
九
年
三
月
職
を
辞
し
て
以
来
、
風

月
を
友
と
し
、
東
海
道
諸
国
か
ら
山
陽
道
を
へ
て
西
九
州
を
歴
遊
し
、
俳
諧
行
脚
し
て
い
ま
し
た
。
明
治
二

十
二
年
八
月
母
の
病
気
の
報
を
受
け
て
八
幡
に
帰
郷
し
ま
し
た
。
同
二
十
六
年
庵
を
新
町
浜
に
移
し
泊
船
居

と
改
め
ま
し
た
。
一
草
庵
を
結
ん
で
梅
下
庵
魯
人
と
改
称
し
、
同
好
の
士
を
集
め
て
雅
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

明
治
二
十
六
年
（
1
8
9
3
）
芭
蕉
二
百
回
忌
に
芭
蕉
句
碑
（
五
月
雨
に
鳰
の
浮
巣
を
見
に
行
ん
）
を
義
仲

寺
に
建
立
し
ま
し
た
。 

こ
れ
よ
り
先
、
粟
津
の
ぎ
中
馬
義
仲
寺
内
に
あ
る
芭
蕉
翁
の
祖
廟
が
荒
廃
甚
だ
し
く
、

園
城
寺
の
長
吏
及
び
同
地
の
有
志
等
が
彼
の
移
住
を
頻
り
に
希
望
し
た
た
め
、
大
津
の
義
仲
寺
無
名
庵
が
荒

廃
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
心
を
痛
め
、
明
治
二
十
七
年
（
1
8
9
4
）
無
名
庵
に
幹
事
と
し
て
入

庵
し
、
粟
津
芭
蕉
翁
本
廟
（
無
名
庵
）
庵
主
十
四
世
を
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
俳
句
会
を
起
し
月
刊
「
椎

迺
実
集
」
を
発
行
し
て
寺
の
再
興
を
謀
り
ま
し
た
。

　
明
治
二
十
八
年
（
1
8
9
5
）
に
は
義
仲
忌
、
兼
平
忌
を
再
興
し
、
ま
た
境
内
や
本
廟
の
修
繕
、
散
在
し

て
い
た
宝
物
の
収
集
に
努
め
ま
し
た
。
自
ら
の
私
財
を
な
げ
う
っ
て
修
興
に
努
め
ま
し
た
が
、
た
ま
た
ま
明

治
二
十
九
年
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
改
修
の
事
業
も
、
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に

屈
せ
ず
、
そ
の
再
興
に
一
身
を
賭
し
、
一
方
芭
蕉
翁
の
遺
物
の
離
散
し
た
も
の
を
収
集
し
、
終
に
義
仲
寺
及

び
無
名
庵
の
面
目
を
一
新
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
自
ら
は
赤
貧
洗
う
が
如
き
厳
し
い
生
活
を
し
、
そ
の
上
、

中
風
に
よ
る
半
身
不
随
の
体
と
な
り
ま
し
た
。
病
床
に
臥
し
、
明
治
三
十
八
年
（
1
9
0
5
）
五
月
八
日
に
死

去
し
ま
し
た
。
餐
霞
（
さ
ん
か
ー
仙
人
が
霞
を
吸
っ
て
生

を
保
つ
道
家
）
を
初
号
と
し
、
種
々
庵
宗
碩
は
最
晩
年
に

用
い
た
号
で
す
。
魯
人
の
逸
話
と
し
て
、
無
名
庵
に
あ
る

「
木
曽
殿
と
春
な
か
合
せ
の
寒
さ
哉
」
の
句
碑
を
抜
い
た

話
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
々
は
魯
人
の
乱
暴
を
た
だ

し
た
が
、
魯
人
は
「
こ
れ
は
芭
蕉
翁
の
句
に
非
ず
し
て
、

実
は
伊
勢
又
玄
が
翁
の
碑
を
詠
み
た
る
も
の
な
り
。
然

る
を
人
々
あ
や
ま
っ
て
翁
の
句
と
な
す
の
み
な
ら
ず
、

碑
に
も
其
の
旨
を
示
せ
り
、
是
れ
後
世
を
謀
る
も
の
な

り
。」
と
答
え
ま
し
た
。
魯
人
の
剛
毅
に
し
て
所
信
を
曲

げ
な
い
性
質
を
表
す
話
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
四
十
二
年
（
1
9
0
9
）
六
月
知
友
門
人
ら
に

よ
っ
て
義
仲
寺
内
に
魯
人
の
碑
を
建
て
て
そ
の
功
績
を

伝
え
る
為
に
「
月
の
湖
鳰
に
浮
た
り
し
づ
み
た
り
」
得

意
の
句
が
刻
ま
れ
ま
し
た
。

俳
人
　
岡
田 

魯
人
（
お
か
だ 

ろ
じ
ん
）
船
木
町

ク
イ
ズ

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

　
頂
き
ま
す
。

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊　／　ウィキペディア

芭
蕉
百
回
忌 

句
碑

芭
蕉
二
百
回
忌 

句
碑

芭
蕉
三
百
回
忌 

句
碑

願
成
就
寺
に
は
芭
蕉
の
句
碑
が
三
基

　
小
船
木
町
願
成
就
寺
に
は
芭
蕉
の
句
碑
が

三
碑
あ
り
ま
す
。
芭
蕉
は
訪
れ
て
は
い
ま
せ

ん
が
江
戸
時
代
の
商
人
は
俳
句
を
好
ん
で
詠

み
佃
房
原
元
（
つ
く
だ
ぼ
う
げ
ん
げ
ん
）
に

多
く
の
豪
商
が
師
事
し
て
い
ま
し
た
。

　「
一
聲
の
江
に 

横
た
ふ
や 

ほ
と
と
き
す
」

蕉
翁
百
回
忌
に
江
東
竹
庵
佃
房
男
副
墨
庵
社

中
が
建
立
し
て
い
ま
す
。

　「
比
良
三
上  

雪
さ
し
わ
た
せ 

鷺
の
橋
」

芭
蕉
二
百
回
忌
に
は
無
名
庵
十
四
世
魯
人
（
岡

田
魯
人
）
が
建
立
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
い
事
は
解
り
ま
せ
ん
が
岡
田
魯
人
に

も
門
弟
が
多
く
い
た
と
思
い
ま
す
。
八
幡
は
豪

商
や
国
学
者
や
文
化
人
が
多
く
出
て
い
ま
す
。

　「
五
月
雨
に  

鳰
の
浮
き
巣
を 

見
に
ゆ
か
ん
」

二
十
二
年
前
に
有
志
で
芭
蕉
三
百
回
忌
の
句
碑

が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

答え…西元町
若葉町 K・Tさん
中小森町  T・Kさん
市辺町 O・Jさん
篠原町 M・Tさん
小幡町  S・Nさん

当選者発表

抽
選
で
五
名
様
に
来
年
の
干
支
「
亥
・
開
運
根
付
け
」
と

「
葦
ハ
ガ
キ
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　
◆
義
仲
寺
（
ぎ
ち
ゅ
う
じ
）
は
、
滋
賀
県
大
津
市
馬
場
1
丁
目
に
あ
る
単
立
（
天
台
宗
系
）
の
寺
院
。
こ
の

寺
の
創
建
に
つ
い
て
は
不
詳
で
す
が
、
源
義
仲
（
木
曾
義
仲
）
の
死
後
、
側
室
で
あ
っ
た
巴
御
前
が
墓
所
近

く
に
草
庵
を
結
び
供
養
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。（
平
安
末
期
）

　  

江
戸
初
期
の
俳
人
松
尾
芭
蕉
は
こ
の
寺
と
湖
南
の
ひ
と
び
と
を
愛
し
、
た
び
た
び
滞
在
し
ま
し
た
。
無
名
庵

で
句
会
も
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
源
義
仲
の
墓
の
隣
に
芭
蕉
の
墓
が
有
り
ま
す
。
義
仲
寺
は
幾
度
も
再
興

し
た
芭
蕉
の
寺
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
治
の
時
代
に
芭
蕉
二
百
回
忌
の
碑
を
建
て
再
建
を
し
、
義

仲
寺
無
名
庵
十
四
世
庵
主
岡
田 

魯
人
（
お
か
だ 

ろ
じ
ん
）
は
ど
こ
の
生
ま
れ
の
俳
人
で
し
ょ
う
か
？
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定休日 水曜日
営業時間 11:00〜21:30

近江牛毛利志満本店
近江八幡市東川町 866-1 電話 0748-37-4325

 新年会・歓迎会に。各種ご贈答に…

近江牛から近江の味と文化へ…

（LO 20:00）



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき
又は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束                  
洗剤、チケット等   締 切 12月31日迄

お誕生日・記念日 花束プレゼント（1月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース）    5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊

＊
＊

＊

＊

＊

50名様
10 名様

20 名様

30 名様

30 名様
50 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

発行：ほのぼの通信　㈲ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

※アクセス：近江八幡駅より徒歩 7 分

湖国の作家、アーティストを応援しています ! お気軽にご相談ください。

〒523-0894  滋賀県近江八幡市中村町 20 番地
（株式会社ダイゴ本社ビル１F) TEL0748-33-4181( 中川 )

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時
◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ） 
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール
　音響、テーブル（展示台）8脚／椅子20脚／
　展示用ワイヤー20本　他

ギャラリーは、白を基調とした空間で、
安らぎとくつろぎを感じとれるように設計
されています。
照明設備、音響設備等も用意されており、
様々な目的に対応できるようなスペース
になっています。ギャラリー部

すみれラボ  ギャラリー⇨⇨

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅
ブーメラン通り

市役所●

●商工会議所

近
江
八
幡
駅

官
庁
街
通
り

2019年度貸しギャラリー 予約賜り中！

2018年は多くの皆様にご利用ご来場いただき有難う
ございました。2019年も同様宜しくお願い致します。

1月12日迄
1月13日迄

1月14日迄 

1月20日迄 

1月 21日迄 

応募用紙は商工会議所に有ります。

改組 新 第５回  日展
　　　　京都市美術館別館 /みやこめっせ /日図デザイン博物館

小品盆栽フェア 第４４回 雅風展  　みやこめっせ

写真展 英国ロイヤルスタイル～麗しきプリンセス～
　　　　大丸ミュージアム京都 大丸京都店６階

京都市美術館所蔵品展  花鳥風月
　　　　美術館「えき」KYOTO  ジェイアール京都伊勢丹７階隣接

第５１回 初春 京の書 現代京都書作家展
　　　　大丸ミュージアム京都 大丸京都店６階

２０１９年度 京都新聞オリジナル手帳

メニューコンテスト
ひなまつり近江八幡の

食材で作る

審査方法

募集要項 ひなまつりにふさわしいメニューを考えてください。
・募集メニューは未発表のものとします。
・品数は自由です。
・近江八幡の食材を必ず 1品以上使用して下さい。
・材料費は、一人分 500円以内です。

第一次審査／送付されたレシピと写真を厳正に審査し、上位 10点を決定。
　　　　　　
第二次審査／２月 16日（土）9：30～12：00
  近江八幡市総合福祉センター『ひまわり館』にて実際に調理してもらいます。

  写真撮影後、審査員により結果発表。（賞は図書券と物産品）
  3 月２日（土）10時から 15時までしみんふくし滋賀野間邸にて
　　　　　　「雛まつり」を開催します。
　　　　　　コンテスト入賞者の写真とレシピを展示します。

応募期間

裏面応募用紙をコピーし、必要事項を記入してください。
料理の写真（裏に小学校名、学年とクラス、名前を書いてね）と一緒に
下記まで応募してください。　※１家族 1点まで。

※調味料、お米、麺類、パンの費用は含めません。
※計算の例：赤こんにゃく（1袋・250円）を５分の１使った場合、
 一人分作るのにかかる材料費は、50円と計算してください。
※だいたいの計算でかまいません。　

 主催 : 近江八幡商工会議所女性会　協賛：きてか～な  
後援：近江八幡市教育委員会・(一社）近江八幡観光物産協会・京都新聞社

〒523-0893　滋賀県近江八幡市桜宮町 231-2　Tel(0748)33-4141
近江八幡商工会議所女性会「ひなまつりメニューコンテスト係」
　

参加資格
平成 31年 1月 15日（火）までに必着
近江八幡市内の小学生児童（1年生～６年生）と
その保護者（祖父母等も可）2名１組

応募方法

※お問い合わせ▶近江八幡商工会議所（0748）33-4141 古賀まで

※入賞されたレシピは主催者に帰属するものとし、新聞、印刷物、ホームページ等に
　二次使用することがあります。

　※審査結果は郵便でお知らせします。応募書類及び写真は返却しません。

※食材は一部負担します。調理時間 60分で３人分を作る。

近江八幡の地元食材を使って考えてね。

ひなまつりにふさわしい
“メニュー”を募集します !


